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レクセイ・ノ〈タ一口フ

くカラー作品〉ソビエ卜映画
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吉田真由美さん評く映画評論家〉
待ってました/ 現代女性の息づかい・生

活感・人生観がイキイキ躍動する、フェミニ

ズム映画の大ッ傑作。

幸田文絵さん評くノンノ編集部〉
時々声をだして笑い、時々そうだそうだと

うなずき、時々涙を拭き、最後に心の中で大

きな拍手を送り、幸福な気持で帰りました。

さん評く映画評論家〉
筋書きがし、ぃ。演出がいい。女がし、ぃ。男

がいい。映画には国境がない。現代の世界の

誰もが身につまされる快作。
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